






















下、WS と表記する）」と銘打ち、2012年 10～12月の 2 ヶ月半
に渡り、開催することとした。 
 
1. WS実現の 5つのポイントとその効果 
 WSは、以下の 5つのポイントを軸に、企画、実施した。 










































































































































 今回の WS では、リテラシー支援活動の「時期」や「対象」を教
員や図書館職員が想定して実施する授業支援と異なり、WS は
個別のニーズに応じて、誰でも、いつでも参加できる強みがある
ことが確認できた反面、「学部学生中心の参加者」という想定が
早々に覆され、実施時期についても参加者から様々な意見が寄
せられるなど、我々の想定と学生のニーズに乖離があることがわ
かった。 
 また、参加者の関心に従い自由にプログラムを選択、参加して
もらえるよう、短時間開催のプログラムを多様にそろえたが、一部
からは40分間では物足りない、期待していた内容と違った、とい
う声が寄せられた。今後、各プログラムの時間設定の再検討や
内容についての周知方法、あるいはプログラムの内容そのもの
について練っていく必要があるといえる。 
 
6.新たなリテラシー支援活動の検討へ向けて 
 これまで述べてきたように、WS は図書館のリテラシー支援の
新たな展開となっただけでなく、様々な効果や多くの示唆を与え
てくれた。WSを今回限りの企画として終わらせるのではなく、成
果と課題を十分に検討し、新たな活動につなげたい。 
誰でも参加可能なリテラシー支援企画を定期的に開催し、1年
を通して周知することで、必要を感じた学生が、必要なタイミング
でリテラシー支援を受けられる体制づくりを検討していくと同時
に、常設のレファレンスサービス等についても積極的に広報し、
図書館利用者の声を聞きながら、図書館のリテラシー支援機能
全体の強化を図りたい。 
より多様なサービスを展開するには、多様な人員が必要であ
る。図書館内はもとより、学内他箇所とも協力し、より効果的な支
援を実現していきたい。 
 今後もさらに展開していく図書館の活動にご期待いただきた
い。 
